
な
ろ
ろ。

、
S

F
i

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
中
国
と
の
正
常

化
六義
援
金
る
の
は、
国
際情

勢
が
大
き
く
変
化
し、
中
国
と
の
対

シ
一
決
姿
勢
が
外
交上
の
あ
し
か
せ
に
な

詰一
っ
て
き
た
た
め
去
る。
中
国
と
イ

ン
仲一
ン
ド
やベ
ト
ナ
ム
の
捜し札
で、
中
国

イ
咽一
と
距
離山
轟
いえ
い
る
の
は
イ
ン
ド

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
二
十
三
日
日
小
牧
記
者】
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
中
閣
が一
九
六
七
年
以
来
凍
結
し
て
い
た
塁
の
正
常
化
交
渉
に乗
り
出
す
こ
と
に

ト
ゴ
ネ
シ
ア
だ
け
に立
っ
て
い
る。

ル
銭一

国
内
的
に
はス
ハ
ル
ト
政
権
は
数

なっ
た。
両
国
が
正
常
化
す
る
と
の
若
本
了
解
の
下
に
水
面
下
で
重
ね
て
き
た
話
し
合
い
そ、
公
式
レベ
ル
に
引
き
上
げ
るロ
貿
易
関
係
が
拡
大、

と一
万
③一
々
の
問
題宇佐
抱え
な
が
ら
も
政
治

外交
関
係凍
結
が
ま
す
ま
す
不
自
然
に
な
る一
方、

号、

菌、

患
な
ど
の
関
係
改
善
で
ア
ジ
ア
地
域の
対
決
議
図
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な

る
領一
的、
社会
的
安
患
を維
持。
旧
イン

ど
の
背
景
が
あ
る。一
一
は
な
お
時
聞
が
か
か
る
見
通
し
だ
が、

書ア
ジ
ア
地
理
残さ
れ
た
最
大
の
外
交
案
件
が
動
き
出
Z
と
は、
ヵ
ン
ボ

話一
ド
ネ
シア
共
裏
（
E
I）
の活

ジ
ア
問
題
の
政
治
解
決
を
は
じ
め
各
方
閣
に
影
響
を
与
え
よ
う。
（
1
面
参
照）

会
ア一
動
を
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
完
全

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
九・一
ニ
O一
住
民（
推
定
五
百
万
人）
に
配
慮、
一
易
取
引
に
か
ら
む
往
来
を
利
用、
国一
て
い
た。

一
に
抑え
込
ん
で
い
る。
中固
と
の
関

喜
怒
ら
み
中
国
に
反
感
の
強
い
百
固
と
の
関
係正
常
他
に
は
慎
重
に一
交
正
常
化
に
向
け
て
動
い
て
き
た
も一

今
後
の
交
湾
軍人
の
焦
点
は、

五
回
復
後、
PX
I
の
活
動
が
活発

軍
部、！
経
摘
の
大
半
を
握
る
中
国
系一
取
り
組
ん
で
き
た。
国
連
の
揚
や由民一
の
の、
表
向
き
は
沈
黙
そ
守
り
続
け一
国
交凍
結
の
い
き
さ
つ
に
関
す
る
双

一
佑
ず
る
可
能
性
は
中国
の
最
近
の
外

一
方
の
外
交
的
メ
ン
ツ
を
ど
う
立
て
る

一
交
姿
勢
か
ら見
℃
も
少
な
い
と
判断

「
｜
川
」

事
司

ζ
品、

た

産

、

会
人
間
貿
脅

の

訪

太
カ一
か
だ
ろ
う。
九・
三
O
事
件
を
中
国一
い
て
は
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
が
昨
春
の一
を
認
め
る
こ
と
に
な
る。
ス
ハ
ル
ト一
し
た。

一

八
い
一

議

議

ゐ
間

二

江

川
腰
痛

強

い

士
山
一
の
策
課
と
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
一
国
言
語
審

言
及
せ

；一
・

喜

三
に
こ
の
点
の
釜
本

て
方、
経
済成
流
は一
九
八
五
年

一
』
ふ
も一

一
予
権
領

凍
林
の
め

取
、

司

フ
中
シ国
す
開
役

の

ア
め
誠
一
は、
か
ね
て
中
国
に
事
件へ
の
謝
罪一
政
不
干
渉」
が
焦
点
と
な
る

一
了
解
ほ
っ
し
て
し
る
と
も
予
想
さ
れ一
七
月
の
直

品開始
以
来、
急激

一
n
u一

タ
路
実
調

係
蕊
国
初

権

相

軍
ア
め
ネ
中
関
再
主

初
連
た
金
一
と今
後
の
内
架
下
う
勺
束
そ一

中司
婦
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
条件一
る
が、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
各一層
の
反
応一
に
膨
ら
ん
で
い
る。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

一

滑
空

田一寸

法

F

議

ぷ

鴨

川

瑠

よ
山
抗
駅
期
的

強

鰐
脱
一
求
め
て
い
た。
こ
も
ち
謝
罪
につ一
を
き
川
れ
る
と
過
去
の
内
政
干
渉一
そ
み
な
が
らお
容
を
進
め
る
こ
と
に一
商
工
会
議
所
によ
る
と、
八
八
年一

一

71
一

邸
クル
領
シ
就
外
た
遺
件

の

シ

シ

ザ
席
イ
議
一償
援
噂

断

官
出
外
一

。

j

一

一

1
J一

司
党
ハ
統
ネ
行
中
れ
派
事

僑

ネ

ネ
定
J
出
に
会
援
直
羽

、

次
会
ス
一

一

一

一

シ
一

万

賢

官
代
対
か
団

員

Z

L
ド
肯
相
典
り
ヱ
直
の

；

務員
タ一

色
P
I

－
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j
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と

み

｝

f
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一
国
襲
治
秩
序」
五目
指
す
中
国
の

辰
巳

空
枇
ン
鎖
、

豊

島
の
布
ン
提
ン

Z

3
、
り
、

高

外
委一フ一

戸
町
司
有

当

ほ
dn

ι

5

6
1

D

y

r
一
ア
ジ
ア
外
交

揺を
大
き
く
広
げ
る

一

同一

グ

官

以

完
凶

器
げ

竹

村

摺

諮

長
時
w

w

諮
J
一

指

初

日

巨

防
防

和

初

民
月

M
NVd

品
、

J

9

一
こ
と
に
な
ろ
う。
十

一
J
川
｜一

コ
ネ
初
当
ノ
ト
ネ
ル
府
訪
ツ
ネ
統
ル
再
ニ
易
・
年
は
ネ
委
m
ネ
行
ネ

劉
済
問
一

一

｛

一
イ
ン
ド
ネ
シす
と
の関
係
正
常
化

一

O
一

一

刊

誌
…
一

臨
時

以

揚

盟

語

部
…間一
環
一

中国
「
カ
ン
ボ
ジ
ア」
柔
軟
に

一

時
択し
担
当日パ

一

風
間一

月

月
月月

末
月

月

月

月

月

月

月

月

一
【
北
京一一
十一
言
H
室
井
記
君
一
は、

芸
誌早
い
結論
と
受
け
と
一
ジ
ア
の
大
国
で
あ
り
な
が
ら
外
交
関
一
ン
ガ
ポ
1
ル
の
慧
回っ
て川
ベ

石
川．一

9

3

日
目

代
2

叩

日

4

7

9

H

4

一
銭
其四
諮
問
外
相
と
ス
ハ
ル
ト・
イ一
め
ら
れ
て
い
る。
中
国
は
中
ソ
首
脳一
係
の
な
かっ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の一
中
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
す
て
に
麗

五
月一

拝

昨

押

程

押

昨

伴

師

一ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
の
会
談
で
両
国

芸
談の
警
な
ど
周
辺
諸
国
と
の
関一

長交
与一
気
に
進
め
よ
う
と
し一

室
易を
し
て
お
り、
シ
ン
ガ
ポ
I

ri
l
－
－L

Ru

nO

7・

ヮi
口口

00

口口

口口

口口

一

一

一

一

一

11111

日

一
関
係
の
正
常
佑
で
合
意
し
た
こ
と一
係
改
善
ム
l
ド
に乗っ
て、
東
南ア一
て
い
る。
平
和
五
原
則
に
基
づ
く「
新一
ル
と
の
関
係
も
国
交
の
あ
る
固
と
実

一、
質
的
に
変
わ
ら
お
い
ほ
ど
だ。

ジ
ア
は
そ
の
要
（
か
な
め）
の一
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
星
空
審
5

一
方、
ア
ジ
ア
の
2
の
中
核
が
N
沢
聖
書
の
革
命
輸
出
路
線
妥一

と
り
わ
け当

一
間の話
し
合
い

で
あ
り、
永
年
の
懸
案事
攻
たっ
た
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N）

蓄

デ
タ
ン
ト
の

I
E
更
新興
工
誉
議）
か
ら
棄
し
て
十
年
以上
た
っ。
そ
の
震一
が
活
発
化
し
て

一カン
ボ
ジ
ア
間

両国関
係正常化
私
』
ほ
ほ

む
店
長叩
寄
託
説明
語
版即日
明
流れの一
環

器
活
沼
郡山
町訪
問
信
器時間一
建
計

当
時

交e
に
とっ
て
大
き
な
意
義
喜
つ。
て
い
た。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関係

中
嶋
震・
東
京
外
語
大
教
授

急
速
に
都
大
し
て
い
る。
こ
う
し
た
れ
るべ
き
と
き
に
き
て
い
た。
中
ソ一
柔
軟
な
外
交工

展
開
で
き
室

3
1
ま
F
年
来、
戦
後
四
十
年
間

中
固
に
とっ
て
ア
ジ
ア
て
の
イニ
正
常
伯
が
実
現
す
れ
ば、
次
は
シ
ン
欧
州
で
軍
縮
が
進
む
中、
こ
れ
ま
で
非
軍
事、
経
済主
導
型
の
ア
ジ
ア
憎
が
和
解
空港
め
な
が
ら
も
過
去
の
同一

国
際
関
係
を律
し
て
来
た
ヤ
ル
タ
体
シ
ア
チ
ブ
量る
の
は、
中・
長期
ガ
ポ
1
ル
と
の
国
交一
復
も
日
程
に
ア
ジ
ア
は一
五ン
ト
（
緊
張
緩
和）

勢
の
転
換
お
考え
れ
ば、
今回
の
両
盟
関
係
に
は
戻
ら
な
い
と
中
国
が一
言一
う
に
な
ろ
う。

寄りだ
が独
自

制
の
枠
組
み
が根
本
的
に
変
佑
し
て
的
な
重
要
な
外
音
標。
既
に
将
来
の
ぼっ
て
く
る。
中
国
の
東
南
ア
ジ
と
い
う
国際
政
治
の
流
れ
に
取
り
残
国
の
関
係
正
常
佑
合
意
は
来
るべ
き
っ
て
い
る
よ
う
に、
両
国
の
関
係
が一
の
葬
同
盟
外
交

一める
イ
ン
ド
ネ

い
る
と
の
認
識
を
固
め、
新
し
い
外
の
日
本
と
の
ア
ジ
ア
の
覇
権争い
を

ア
で
のプ
レ
ゼ
ン
ス
が一
気
に
大
き
さ
れ
て
い
た
が、
こ
の
と
こ
ろ
中
ソ、
も
の
が
来
た
と
い
う
感
じ
だ。

ス
カ
ル
ノ
時
代
の
よ
う
な
同
盟
的
関一
シ
ア
と
外
交
関

一復活
す
る
と
と

交
政
策
を
模
索
し
て
い
る。
東
南
ア
念頭
に
置
い
て
い
る。
そ
れ
だ
け
に、
く
な
る
公
算
が
出
て
来
た
わ
け
だ。

中
印
の
関
係
修
復
が
進
ん
で
い
る。

中
国
は
郵
小
平
体
制
に
な
り、
毛
係
に
戻
る
こと
は
あ
り
え
な
い。
一
は、
米中
ソ
の

一
緩和どい
う
大
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